
 
 

 

計画の推進 持続可能なまちづくりの推進（行財政運営） 

 

最後に、「持続可能なまちづくりの推進」について申し上げます。 

まず、シティブランド戦略の推進につきましては、大都市圏等に在住・在勤

している若い世代へのプロモーションとして、新居浜市ふるさと観光大使の大

森研一監督の移住ドラマ「ちょうどよい幸せ」を制作し、昨年１２月から新居

浜市公式ＹｏｕＴｕｂｅ等で配信いたしております。引き続き、新居浜市シテ

ィブランド戦略に基づき、新居浜市民が誇りと愛着を持てるまちを目指すとと

もに、本市の知名度・認知度及び魅力向上を目指し、大都市圏等において各種

メディアの利点を活かしたシティプロモーションに取り組んでまいります。 

効果・効率的な自治体経営につきましては、財源の確保に向け、ふるさと応

援寄附金の安定的な確保を目指し、新居浜市観光物産協会と連携を図りながら、

特色ある返礼品を開拓するとともに、インターネット等を活用して全国に情報

発信してまいります。 

さらに、企業版ふるさと納税につきましても、新たな取組といたしまして、

金融機関と連携し、制度活用の促進に努めるとともに、寄附企業とのパートナ

ーシップの構築に取り組んでまいります。 

また、国が進めるデジタル田園都市国家構想の動向を注視しつつ、新居浜地

域スマートシティ推進協議会においても、地域交通や防災等の分野について、

各種課題の解決策や更なるサービス向上について検討を進めてまいります。 

さらに、デジタル社会構築の基盤となるマイナンバーカードについて、令和

４年度末までに全市民が所持することを目指し、引き続き、交付促進に努めて

まいりますとともに、マイナンバーカードを活用した各種申請のオンライン化、

デジタル化を推進し、市民サービスの向上及び手続の効率化に努めてまいりま

す。 

また、行政事務につきましては、デジタル化による事務の効率化及びテレワ

ーク等による非常時における業務継続や柔軟な働き方を推進してまいります。 

最後に、広域行政の推進につきましては、近隣市と医療やごみ問題など、ス

ケールメリットを生かした効果・効率的な事業展開を検討するとともに、既に

都市間交流協定を締結しております大府市、さらには横須賀市につきましても

様々な交流を図ってまいりたいと考えております。 

 

以上、令和４年度の市政運営につきまして、私の基本的な考えと重点事業を

中心に申し上げました。 

 


